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〔２〕 高齢の人々・障害のある人々のために 

 

１ 高齢の人々の生きがいと健康 

（１）「生涯現役」の環境づくり 

（２）高齢の人々の健康づくり 

 

２ 高齢の人々の生活支援 

（１）高齢の人々が安心できる生活支援 

（２）介護サービスの充実 

 

３ 障害のある人々の生活支援 

（１）障害に関する生活支援 

（２）障害のある人々の自立的生活の環境づくり 

（３）精神障害のある人々の社会復帰への支援 

 

４ 福祉のまちづくり 

（１）ユニバーサルデザインの促進 

（２）心のバリアフリーと福祉のネットワークづくり 
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１ 高齢の人々の生きがいと健康 

【施策の考え方】 

高齢の人々にとって、健康であるとともに、自己の経験を生かし「生涯現役」として、いつまでも活躍できること

が、生きがいのある人生を送る上で重要な考え方の一つです。 

区はこれまで、シルバー人材センターの生きがい就労事業、くすのきカルチャー教室等を通じた生きがいづく

り、リズム運動等による健康づくり等を積極的に推進してきました。これらの取組みを踏まえながら、高齢の人々

の生きがいにつながる社会貢献及び経済的な自立のためのしくみを整えるとともに、介護予防等を進め、健康

で生きがいのある生活を支える施策の展開を図ります。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

高
齢
の
人
々
の
生
き
が
い
と
健
康 

「
生
涯
現
役
」
の
環
境
づ
く
り 

４０１ 生きがいと社会貢献の場づくり 

ア． 地域の健康づくりリーダー育成 【新】 （再掲 305） 

イ． 熟年文化人材ボランティアの拡大 

ウ． くすのきカルチャー教室の運営 

４０２ 経済的自立を支援する体制の整備 

ア．シルバー人材センターの支援 

４０３ 仲間づくりへの支援 

ア．くすのきクラブの助成 

 

４０４ 高齢の人々自身による健康管理への支援 

ア． 認知症予防に関する普及啓発・相談支援 【新】 

イ． 介護予防の普及啓発 【新】 

ウ． 健康長寿協力湯 

エ． 三療サービスの実施 

４０５ スポーツ・レクリエーションを通じた健康づくり 

ア． リズム運動の充実 

４０６ 心の健康管理 

４０７ 介護予防活動への取組み支援 

ア． 介護予防の普及啓発 【新】 （再掲 404） 

イ． 自立支援機器の給付・貸与 

ウ． 地域ミニデイサービスの運営 

エ． 地域支援事業の充実 

エー1 シルバー健康教室の開催 

エー2 生活機能評価の着実な実施 

エー3 熟年ふれあいセンターの運営 

エー4 熟年いきいきトレーニングの実施 

エー5 口腔ケア事業の実施 【新】 

エー6 運動機能強化事業の実施 【新】 

エー7 地域包括支援センターの充実  

高
齢
の
人
々
の
健
康
づ
く
り 
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（１）「生涯現役」の環境づくり 

４０１ 生きがいと社会貢献の場づくり 

食習慣改善、口腔ケア等の健康づくりについての総合的な学習の機会を提供するとともに、受講者の自主的

な活動の立ち上げを支援することにより、地域の健康づくり活動を担うリーダーの育成に努めます。 

また、熟年文化人材ボランティアについては、すくすくスクールを中心とした派遣先の拡大を図るとともに、積

極的に広報活動を推進します。併せて、登録者の情報交換の場としての研修会等を開催します。 

くすのきカルチャー教室については、自身の生きがい及び仲間づくりの支援を図るとともに、社会貢献活動の

きっかけとなる学習の機会の提供に努めます。 

施策コード ４０１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地域の健康づくりリーダー 

の育成 【新】 再掲 305 

地域の健康づくり 

リーダーの育成支援 
同左 同左 

事業費 １２４千円 １２４千円 １２４千円

熟年文化人材ボランティア

の拡大 
登録者 ６０人 登録者 ７０人 登録者 ８０人 

事業費 １１０千円 １１５千円 １２０千円

くすのきカルチャー教室 

の運営 

正規教室    106 教室

自主活動教室 343 教室

正規教室    110 教室

自主活動教室 343 教室
同左 

事業費 ２４０，０００千円 ２４０，０００千円 ２４０，０００千円

 

４０２ 経済的自立を支援する体制の整備 

会員数の増加に応じた就業の確保を図れるよう、民間企業への就業開拓、一般家庭での需要の掘り起こし等、

シルバー人材センターの活動を支援します。 

施策コード ４０２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

シルバー人材センター 

の支援 

会員数    ３，８００人

就業会員数 ２，３００人

会員数    ３，９００人

就業会員数 ２，４００人

会員数    ４，０００人

就業会員数 ２，５００人

事業費 ２０３，０００千円 ２０５，０００千円 ２１０，０００千円

 

４０３ 仲間づくりへの支援 

高齢の人々が地域において、健康で生きがいのある生活を送れるよう、くすのきクラブの活動を支援します。

併せて、くすのきクラブの一層の活性化を図るため、リズム運動初心者教室等の機会を通じて、くすのきクラブに

対する理解を深め、加入者の促進に努めます。 

施策コード ４０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

くすのきクラブの助成 ２１４クラブ 同左 同左 

事業費 ５７，２５６千円 ５７，２５６千円 ５７，２５６千円
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（２）高齢の人々の健康づくり 

４０４ 高齢の人々自身による健康管理への支援 

専門医による、もの忘れに関する相談を実施するとともに、認知症予防に関する講習会の開催、相談支援等

を行い、認知症の予防に努めます。併せて、運動・栄養指導、口腔ケア、閉じこもり予防等に関する講座等を開

催し、熟年者の生活機能の低下の防止を図ります。 

また、６５歳以上の熟年者を対象に、入浴料金の半額程度で公衆浴場を利用できるよう入浴証を発行し、健

康増進及び世代間の交流を促進します。併せて、７５歳以上の熟年者に三療（鍼、灸、マッサージ）の施術が受

けられる三療券（６５歳以上の熟年者には割引券）を贈呈し、熟年者の健康保持・増進を図ります。 

施策コード ４０４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

認知症予防に関する 

普及啓発・相談支援 【新】 

教室・相談・講習会等

の実施 
同左 同左 

事業費 ５３０千円 ５３０千円 ５３０千円

介護予防の普及啓発 【新】

口腔ケア、栄養、 

運動指導等 

の健康講座・教室の開催 

同左 同左 

事業費 ２８５千円 ２８５千円 ２８５千円

健康長寿協力湯 
利用者数 

延 １，２２２，０００人 

利用者数 

延 １，２３５，０００人 

利用者数 

延 １，２４８，０００人 

事業費 ２３０，３７１千円 ２３０，３７１千円 ２３０，３７１千円

三療サービスの実施 
利用枚数 

延 ９５，０００枚 
同左 同左 

事業費 ２１８，５７０千円 ２１８，７２０千円 ２１８，９４５千円

 

４０５ スポーツ・レクリエーションを通じた健康づくり 
熟年者の生きがい及び仲間づくりの支援を図るとともに、介護予防を推進するため、リズム運動の参加人員の

拡大に努めます。 

施策コード ４０５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

リズム運動の充実 
参加実人員 

１０，５００人 

参加実人員 

１０，７５０人 

参加実人員 

１１，０００人 

事業費 １３２，０００千円 １３２，０００千円 １３２，０００千円

 
４０６ 心の健康管理 

高齢の人々が感じる老いへの不安、孤独感等に、きめ細かく対応する相談体制を整備します。 
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４０７ 介護予防活動への取組み支援 

介護が必要となる状態を予防するとともに、介護が必要となった場合においても、可能な限り、地域において

自立した日常生活を営むことができるよう支援するため、地域支援事業等の充実を図ります。 

施策コード ４０７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

介護予防の普及啓発 【新】

再掲 404 

口腔ケア・栄養・ 

運動指導等 

の健康講座・教室の開催 

同左 同左 

事業費 ２８５千円 ２８５千円 ２８５千円

自立支援機器 

の給付・貸与 
歩行車等 １，２００台 歩行車等 １，２６０台 歩行車等 １，３２０台 

事業費 １３，１４３千円 １３，８００千円 １４，４９０千円

地域ミニデイサービス 

の運営 
２９か所 ３１か所 ３３か所 

事業費 １，８２０千円 ２，１５０千円 ２，４８０千円

地
域
支
援
事
業
※

の
充
実 

シルバー健康教室 

の開催 
実施 プログラムの見直し 同左 

事業費 ９６４千円 ※※※千円 ※※※千円

生活機能評価 

の着実な実施 

６５歳以上の熟年者 

(要介護認定者を除く)

全員を対象に実施※ 

同左 同左 

事業費 １１２，３８６千円  １１２，３８６千円  １１２，３８６千円

熟年ふれあいセンター 

の運営 

４か所 

（４８クラス） 
同左 同左 

事業費 ２５８，５０９千円 ２５８，５０９千円 ２５８，５０９千円

熟年いきいき 

トレーニングの実施 
延２９，３９０人 延３０，８００人 延３２，３００人 

事業費 １０５，１５６千円 １１０，４１４千円 １１５，９３５千円

口腔ケア事業 

の実施 【新】 

歯科医師会による口腔

ケアプログラムの実施 
同左 同左 

事業費 ５，０００千円 ５，０００千円 ５，０００千円

運動機能強化事業 

の実施 【新】 
延２４０人 同左 同左 

事業費 ２，０１６千円 ２，０１６千円 ２，０１６千円

※ 特定健診又は区民基本健診と併せて実施。ただし、被用者医療保険被保険者については生活機能評価のみを実施。 

※ 地域支援事業：介護が必要となるおそれのある方等に介護予防、相談支援等を実施する介護保険制度の事業。 



68 
 

地
域
支
援
事
業
※

の
充
実 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実 

新設 【新】 平井・小松川圏域   

事業費 ５，２９４千円

総合相談 

の実施 
１４か所 同左 同左 

事業費 ２６，４８８千円 ２６，４８８千円 ２６，４８８千円

介護予防相談会 

の開催 
１４か所 同左 同左 

事業費 ８，１００千円 ８，１００千円 ８，１００千円

介護予防教室 

の開催 
１４か所 同左 同左 

事業費 ４，３７４千円 ４，３７４千円 ４，３７４千円

※ 地域支援事業：介護が必要となるおそれのある方等に介護予防、相談支援等を実施する介護保険制度の事業。 
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２ 高齢の人々の生活支援 

【施策の考え方】 

高齢の人々が、日常生活を安心して送れるようきめ細かな支援を行います。また、介護が必要となったときに、

住み慣れた地域で安心して生活していくことができるよう、介護サービスの基盤整備を進めるとともに、保健・医

療・福祉の一体的なサービス提供のしくみづくり、介護の相談体制の充実等を図り、適切なサービスが提供でき

る体制を整備します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
齢
の
人
々
の
生
活
支
援 

高
齢
の
人
々
が
安
心
で
き
る
生
活
支
援 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

 

４０８ 安心できる住環境の整備 

ア． 三世代同居住宅資金貸付 

イ． 民間賃貸住宅家賃助成 

ウ． 住まいの改造助成 

エ． 民間賃貸住宅居住支援事業 

４０９ 安心できる日常生活のための支援サービスの充実 

ア． 安心生活応援ネットワークの充実 

イ． ふれあい訪問員の派遣 

ウ． 民間緊急通報システムの拡大 

エ． 配食サービスの充実 

オ． 紙おむつ等介護用品の支給 

カ． 軽度生活援助サービスの実施 

キ． 紙おむつ使用料の助成 

ク． 寝具乾燥消毒等サービスの実施 

ケ． 福祉理美容サービスの実施 

コ． 介護者激励事業の実施 

サ． 熟年者激励手当の支給 

４１０ 高齢の人々の権利擁護のしくみづくり  

ア． 福祉サービス利用支援事業 

イ． 安心生活センターへの支援 

ウ． 高齢者虐待対応支援ネットワーク会議の開催 【新】 

 

４１１ 介護サービス基盤等の整備 

ア． 介護保険施設の整備・支援 

イ． 地域密着型サービスの整備・支援 【新】 

ウ． 第三者評価のしくみづくり 

エ． ケアマネジャー及び介護サービス事業者の資質向上 

オ． 介護サービスの基盤強化 

カ． 保健・医療・福祉の連携による介護サービス提供のしくみづくり 

４１２ 介護に関する相談・情報提供体制の充実 

ア． 地域包括支援センターの相談体制の充実  

アー1 新設 【新】 （再掲 407） 

アー2 総合相談の実施 （再掲 407） 

次ページへ 
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（１）高齢の人々が安心できる生活支援 

４０８ 安心できる住環境の整備 

熟年者が住み慣れた地域にいつまでも安心して住み続けられるよう、その状態に応じた多様な住まいの普

及・整備の促進に努めるとともに、三世代同居住宅貸付※、民間賃貸住宅家賃助成※、民間賃貸住宅居住支援

事業※等の実施を推進することにより、熟年者の住まいの確保・改善等を図ります。 

※ 三世代同居住宅資金貸付：熟年者と同居または同居しようとする人が、住宅を新築・購入・増改築する場合、資金を融資するこ

とで、熟年者との同居促進とバリアフリー住宅の普及を図る。 

※ 民間賃貸住宅家賃助成：建物の取り壊し等で家主から転居を迫られた熟年者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる

ように、緊急処置として住み替え家賃の差額を助成する。 

※ 民間賃貸住宅居住支援事業：保証人がいないため賃貸住宅に入居できない熟年者に対して、民間会社の債務保証制度や緊

急通報システムを活用し、安定した賃貸住宅市場の整備を図る。 

施策コード ４０８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

三世代同居住宅資金貸付 １５件 同左 同左 

事 業 費 ９１，１０７千円 ９１，１０７千円 ９１，１０７千円

民間賃貸住宅家賃助成 ３０５件 同左 同左 

事 業 費 １２０，６５８千円 １２０，６５８千円 １２０，６５８千円

住まいの改造助成 １２０件 同左 同左 

事 業 費 ４３，７８６千円 ４３，７８６千円 ４３，７８６千円

民間賃貸住宅居住支援事業 １５件 ２０件 同左 

事 業 費 １７０千円 １７０千円 １７０千円

 

アー3 介護予防相談会の開催 （再掲 407） 

アー4 ２４時間電話介護相談 

アー5 認知症地域ネットワーク活用事業  

 

４１３ 介護に関する人材・ボランティア団体の育成 

 

４１４ 認知症の高齢の人々に対する支援の充実 

ア． 認知症予防に関する普及啓発・相談支援  【新】 （再掲 404） 

イ． 地域密着型サービスの整備・支援 【新】 （再掲 411） 

ウ． 福祉サービス利用支援事業 （再掲 410） 

エ． 安心生活センターへの支援 （再掲 410） 

オ． 第三者評価のしくみづくり （再掲 411） 

カ． 認知症地域ネットワーク活用事業  （再掲 412） 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

前ページより 
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４０９ 安心できる日常生活のための支援サービスの充実 

民生委員、地域包括支援センター等と連携を図りながら、目配りが必要な熟年者の安否確認等を行う地域ネットワ

ーク体制の充実を図るとともに、民間緊急通報システムを活用し、熟年者が住み慣れた地域にいつまでも安心して

住み続けられる体制づくりに努めます。 

また、食事づくりが困難な熟年者に対する配食サービスを充実するとともに、要介護認定を自立と判定された単身

等の熟年者については、買物、掃除等の軽度生活支援援助サービスを提供し、自立した生活を支援します。 

さらに６０歳以上の失禁のある方について、紙おむつ等の介護用品を支給又はおむつ使用料の助成を行います。 

加えて、寝たきりの方及びその家族を激励するため、熟年者激励手当の支給等を行うとともに、熟年者激励手

当の受給者に対して寝具の乾燥消毒及び理美容サービスを提供します。 

施策コード ４０９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

安心生活応援ネットワーク 

の充実 
運営体制の充実 同左 同左 

事業費 ６７０千円 ６７０千円 ６７０千円

ふれあい訪問員の派遣 
訪問員数 １７０人 

対象世帯の拡大 

訪問員数 １７５人 

対象世帯の拡大 

訪問員数 １８０人 

対象世帯の拡大 

事業費 ５，５７２千円 ５，５７２千円 ５，５７２千円

民間緊急通報システム 

の拡大 
設置数 ９５０か所 設置数 ９６０か所 設置数 ９７０か所 

事業費 １３，７０３千円 １４，０４５千円 １４，３８７千円

配食サービスの充実 

一般向け配食 

 利用者 ３７５人／月 

一般向け配食 

 利用者 ３９０人／月 

一般向け配食 

 利用者 ４１０人／月 

虚弱者向け配食 

 利用者 ５００人／月 

虚弱者向け配食 

 利用者 ５２５人／月 

虚弱者向け配食 

 利用者 ５５０人／月 

事業費 ４５，８２０千円 ４８，１１１千円 ５０，５１７千円

紙おむつ等介護用品 

の支給 
延 ５０，４００人 延 ５３，０００人 延 ５５，６００人 

事業費 ３４９，７１５千円 ３６７，２０１千円 ３８５，５６２千円

軽度生活援助サービス 

の実施 
延９０人 同左 同左 

事業費 ６００千円 ６００千円 ６００千円

紙おむつ使用料 

の助成 
延５，５７０人 延５，８５０人 延べ６，１５０人 

事業費 ４２，６８７千円 ４４，８２２千円 ４７，０６４千円
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寝具乾燥消毒等サービス 

の実施 
延３，３００人 延３，４７０人 延３，６５０人 

事業費 ８，２６２千円 ８，６７６千円 ９，１１０千円

福祉理美容サービス 

の実施 
延２，７５０人 延２，８９０人 延３，０４０人 

事業費 １４，５６３千円 １５，２９２千円 １６，０５７千円

介護者激励事業 

の実施 
延３，８００人 延３，９９０人 延べ４，１９０人 

事業費 ６，１８６千円 ６，４９６千円 ６，８２１千円

熟年者激励手当 

の支給 
延１，６０６人 延１，６５２人 延１，７０３人 

事業費 ５６８，７５５千円 ５５７，８８５千円 ５５４，７２９千円

 

４１０ 高齢の人々の権利擁護のしくみづくり 

社会福祉協議会の安心生活センターを権利擁護の中心的な機関として位置づけ、判断能力に不安のある熟

年者が安心して福祉サービスの利用、資産管理等を行えるよう支援します。 

併せて、福祉サービスの利用相談、苦情解決相談、成年後見制度※の利用相談及び区長申立てに係る事務

を社会福祉協議会に委託実施します。 

また、高齢者虐待等に迅速に対応するため、関係機関と連携した、高齢者虐待対応支援ネットワークを構築

し、その適切な運営を図ります。 

※ 成年後見制度：判断能力の不十分な認知症高齢者や知的障害のある人、精神障害のある人等を保護するための民法上の制度。 

施策コード ４１０ 年次計画 

事業計画の内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

福祉サービス利用支援事業

相談事業等の充実 同左 同左 

区長申立て 

１５件 

区長申立て 

１８件 

区長申立て 

２０件 

事業費 ２，３５８千円 ２，７０４千円 ２，９３４千円

安心生活センターへの支援 

安心生活サポート事業

２０件 

安心生活サポート事業

２５件 

安心生活サポート事業

３０件 

法人後見事業 

１０件 

法人後見事業 

１２件 

法人後見事業 

１４件 

事業費 ５，７２８千円 ６，５００千円 ７，２５０千円

高齢者虐待対応支援 

ネットワーク会議の開催 

【新】 

高齢者虐待対応支援

ネットワーク会議 

の設立及び開催 

高齢者虐待対応支援

ネットワーク会議の開催
同左 

事業費 ４８０千円  ※※※千円  ※※※千円
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（２）介護サービスの充実 

４１１ 介護サービス基盤等の整備 

「江戸川区介護保険事業計画」に基づき、適切な介護サービスの基盤整備を支援します。併せて、地域密

着型サービス事業者に対する第三者評価の実施の支援、介護支援専門員及び介護サービス事業者に対する

研修等を実施し、介護サービスの質の向上に努めます。 

施策コード ４１１ 年次計画 

事業計画の内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

介護保険施設 

の整備・支援 

介護老人保健施設 

の新設（着工） 

介護老人保健施設 

の新設（竣工） 
整備支援 

事業費 １５０，０００千円  ※※※千円  ※※※千円

地域密着型サービス 

の整備・支援 【新】 

小規模多機能型 

居宅介護等の整備 
整備支援 整備支援 

事業費 １００，０００千円  ※※※千円  ※※※千円

第三者評価 

のしくみづくり 

地域密着型サービス 

第三者評価受審費用助成
同左 同左 

事業費 １４，１００千円 １４，１００千円 １４，１００千円

ケアマネジャー及び介護サ

ービス事業者の資質の向上
研修 年間２５回 同左 同左 

事業費 ６，４３８千円 ６，４３８千円 ６，４３８千円

介護サービスの基盤強化 
地域密着型サービス事業者

連絡会の設立の支援 

地域密着型サービス事業者

連絡会の運営の支援 
同左 

事業費 ６０千円  ※※※千円  ※※※千円

保健・医療・福祉の連携による 

介護サービス提供のしくみづくり

介護連絡ノート 

の普及・推進 
同左 同左 

事業費 １７６千円 １７６千円 １７６千円
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４１２ 介護に関する相談・情報提供体制の充実 

地域包括支援センターを平井・小松川圏地区に新設するとともに、各地域包括支援センターにおける介護に

関する総合相談支援の体制を整備します。 

また、江戸川区医師会に委託する地域包括支援センター内において、認知症の熟年者を介護する家族の相

談等の「もの忘れ相談」を実施するとともに、認知症の早期発見及び治療につなげるため、江戸川区医師会のも

の忘れ外来等関係機関と連携を図ります。 

施策コード ４１２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
の
充
実 

新設 【新】 

再掲 407 
平井・小松川圏域   

事業費 ５，２９４千円 千円 千円

総合相談 

の実施 再掲 407 
１４か所 同左 同左 

事業費 ２６，４８８千円 ２６，４８８千円 ２６，４８８千円

介護予防相談会 

の開催 再掲 407 
１４か所 同左 同左 

事業費 ８，１００千円 ８，１００千円 ８，１００千円

２４時間電話介護相談 2 か所 同左 同左 

事業費 ７，２００千円 ７，２００千円 ７，２００千円

認知症地域ネットワーク

活用事業 

区医師会内地域包括

支援センターにて実施
同左 同左 

事業費 １０，７３５千円 １０，７３５千円 １０，７３５千円

 

４１３ 介護に関する人材・ボランティア団体の育成  

ボランティアセンターとの連携を図りながら、介護に関する人材・ボランティア団体を育成します。 
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４１４ 認知症の高齢の人々に対する支援の充実 

認知症の早期の適切な診断及び対応、認知症に関する知識と理解に基づく本人及びその家族への適切な

支援、認知症ケアに関するサービスの確保及びその質の向上等を通じ、地域における総合的かつ継続的な支

援体制を構築することに努めます。 

施策コード ４１４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

認知症予防に関する 

普及啓発・相談支援 【新】

再掲 404 

教室・相談・講習会等

の実施 
同左 同左 

事業費 ５３０千円 ５３０千円 ５３０千円

地域密着型サービスの整備・支援 

【新】 再掲 411 

小規模多機能型 

居宅介護等の整備 
整備支援 整備支援 

事業費 １００，０００千円  ※※※千円  ※※※千円

福祉サービス利用支援事業 

再掲 410 

相談事業等の充実 同左 同左 

区長申立て 

１５件 

区長申立て 

１８件 

区長申立て 

２０件 

事業費 ２，３５８千円 ２，７０４千円 ２，９３４千円

安心生活センターへの支援 

再掲 410 

安心生活サポート事業

２０件 

安心生活サポート事業

２５件 

安心生活サポート事業

３０件 

法人後見事業 

１０件 

法人後見事業 

１２件 

法人後見事業 

１４件 

事業費 ５，７２８千円 ６，５００千円 ７，２５０千円

第三者評価 

のしくみづくり 

再掲 411 

地域密着型サービス 

第三者評価受審費用助成
同左 同左 

事業費 １４，１００千円 １４，１００千円 １４，１００千円

認知症地域ネットワーク 

活用事業 

再掲 412 

区医師会内地域包括

支援センターにて実施
同左 同左 

事業費 １０，７３５千円 １０，７３５千円 １０，７３５千円
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３ 障害のある人々の生活支援 

【施策の考え方】 

身体、知的及び精神障害のある人々とその家族が、地域の中で自立して生活ができ、安心して毎日が暮らせ

るよう、地域生活支援の充実を図ります。また、生きがいをもって生活を営める環境を整えるため、職業訓練や

就労の場づくり、安心して住める多様な住宅の整備、施設の充実等を進めます。 

特に精神障害のある人々については、地域生活を支援するサービスの基盤整備を図り、医療と連携した生活

相談、訓練等を通じた社会復帰を支援します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障
害
の
あ
る
人
々
の
生
活
支
援 

障
害
に
関
す
る
生
活
支
援 

４１５ 在宅サービス基盤の充実 

ア． 居宅介護（ホームヘルプ）サービスの充実 

イ． 短期入所（ショートステイ）の充実 

ウ． 補装具の給付の充実 

エ． 地域生活支援事業の充実 

エー1 日常生活用具等の給付 

エー2 移動支援の実施 

エー3 地域活動支援センターⅡ型の運営支援 

エー4 巡回入浴サービスの実施 

エー5 寝具乾燥消毒等サービスの実施 

エー6 福祉理美容サービスの実施 

エー7 介護者激励事業の実施 

エー8 日中一時支援の実施 

エー9 心身障害児デイグループの実施 

オ． 心身障害者福祉手当の支給 

カ． 難病患者福祉手当の支給 

 

４１６ 障害児（者）療育の充実 

ア． 発達障害児の支援の充実  

イ． 特別支援学級の新設・移設 【新】 （再掲 131） 

 

４１７ 障害のある人々の健康支援 

ア． 江戸川区口腔保健センターの運営支援 

イ． 中途障害者のリハビリテーションの実施 

ウ． リハビリ相談の実施 

エ． リハビリテーションに関する知識及び技術の普及啓発

 

４１８ 障害に関する身近な相談・情報提供体制の充実 

ア． 地域自立支援協議会の開催 【新】 次ページへ 
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４１９ 職業訓練と就労の場づくり 

ア． 障害者就労支援センターの充実 

イ． 民間福祉作業所の運営支援  

 

４２０ 生きがいと社会貢献の場づくり 

ア．福祉タクシー券の給付 

イ．自動車燃料費の助成 

 

４２１ 障害のある人々が安心して住める多様な住宅の整備 

ア． グループホーム等の運営支援 

イ． 民間賃貸住宅家賃助成 

ウ． 住まいの改造助成 

エ． 心身障害者住宅整備資金貸付 

 

４２２ 身近な地域での施設整備 

ア． さくらの家の整備 【新】 

イ． 希望の家等の充実 

ウ． 区立知的障害者施設に係る指定管理者導入計画 

  

 

４２３ 自助グループなどへの支援 

 

４２４ 社会復帰への支援 

ア． 居宅介護（ホームヘルプ）サービスの充実 

イ． 地域活動支援センターⅠ型の運営支援 

ウ． グループホーム及び福祉ホームの運営支援 

エ． 共同作業所の運営支援 

オ． 心の専門グループワークの実施 

カ． 退院促進事業の推進 【新】 

キ． 就労支援の推進 

 

４２５ 精神障害のある人々についての理解促進 

ア． 啓発活動及びネットワークの構築 

 

前ページより 

精
神
障
害
の
あ
る
人
々
の
社
会
復
帰
へ
の
支
援 
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（１）障害に関する生活支援 

４１５ 在宅サービス基盤の充実  

障害者の社会参加の促進及び生活の質の向上を図るため、「江戸川区障害福祉計画」に基づき、障害福祉

サービスの基盤整備の支援及び地域生活支援事業の充実に努めます。 

施策コード ４１５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

居宅介護（ホームヘルプ） 

サービスの充実 

サービス量 

月２８ｈ×７７３人 

サービス量 

月２８ｈ×７９０人 

サービス量 

月２８ｈ×８１０人 

事業費 ７４０，９４５千円 ７５７，３００千円 ７７６，５００千円

短期入所（ショートスティ）の充実 延 ９，０５０日 同左 同左 

事業費 １０３，３１３千円 １０３，３１３千円 １０３，３１３千円

補装具の給付の充実 ２，３５０件 同左 同左 

事業費 １５２，４３４千円 １５２，４３４千円 １５２，４３４千円

地
域
生
活
支
援
事
業
※

の
充
実 

日常生活用具等 

の給付 
９，１３０件 ９，４００件 ９，７００件 

事業費 １３６，１２７千円 １３８，８２７千円 １４１，８２７千円

移動支援の実施 月１７ｈ×３４５人 月１７ｈ×３５２人 月１７ｈ×３６０人 

事業費 １５８，４６１千円 １６１，６７４千円 １６５，３４６千円

地域活動支援センター 

Ⅱ型※の運営支援 
利用者 ２４５人 利用者 ２５０人 利用者 ２５５人 

事業費 ５８，９９８千円 ６０，１９８千円 ６１，３９８千円

巡回入浴サービス 

の実施 
延 ５，８８０回 同左 同左 

事業費 ５１，４５０千円 ５１，４５０千円 ５１，４５０千円

寝具乾燥消毒等サービス 

の実施 
延 ４３０人 延 ４４４人 延 ４５８人 

事業費 ９７８千円     １，００８千円    １，０３８千円

福祉理美容サービス 

の実施 
延 １，５００人 延 １，５２０人 延 １，５４０人 

事業費 ８，０３７千円 ８，１４４千円 ８，２４８千円
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地
域
生
活
支
援
事
業
※

の
充
実 

介護者激励事業 

の実施 
延 １，５００人 同左 同左 

事業費 １，３６５千円 １，３６５千円 １，３６５千円

日中一時支援の実施 延 ５００日 同左 同左 

事業費 ６，２６３千円 ６，２６３千円 ６，２６３千円

心身障害児 

デイグループの実施 
利用者５３人 利用者５８人 同左 

事業費 ９，００６千円 １０，００６千円 １０，００６千円

心身障害者福祉手当 

の支給 
１２，５００人 同左 同左 

事業費 １，７４８，００９千円 １，７４８，００９千円 １，７４８，００９千円

難病患者福祉手当 

の支給 
５，１６０人 ５，１８０人 ５，２００人 

事業費 ７４５，１６９千円 ７４８，１２０千円 ７５１，０００千円

※ 地域生活支援事業：相談支援、情報提供、日常生活用具の給付又は貸与、移動支援、通所による創作的活動等の提供等、地域の実

情に応じて、障害者等が自立した日常生活又は社会生活を営むために必要な事業 

※ 地域活動支援センターⅡ型：創作的活動等の提供等の他に、機能訓練、社会的適応訓練、入浴等のサービスを実施する機関。 

 

４１６ 障害児（者）療育の充実 

幼児健診、乳幼児経過観察健診等に加え、関係機関との連携を深めつつ、発達障害に関する相談、親子グ

ループ等の事業の支援等を充実します。併せて、ＬＤ※、ＡＤＨＤ※、高機能自閉症※等を含めた障害を有する児

童・生徒一人ひとりに応じた、適切な教育支援を行います。 

また、児童数の増加に伴い、知的障害学級の新設及び情緒障害学級の新設・再配置を行います。 

※ LD（Learning Disabilities）：学習障害（基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、 読む、書く、計算する又

は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すもの）。 

※ ADHD（Attention Deficit / Hyperactivity Disorder）：注意欠陥/多動性障害（不注意、多動性及び衝動性を中心とした症状

とする発達障害）。 

※ 高機能自閉症：他人との社会的関係の形成の困難さ、言葉の発達の遅れ、興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴

とする行動の障害である自閉症のうち，知的発達の遅れを伴わないもの。 

施策コード ４１６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

発達障害児の支援の充実 

相談・啓発事業の実施

９８４回 

相談・啓発事業の実施

９９０回 

相談・啓発事業の実施

１，０００回 

発達障害児の 

親子グループへの支援
同左 同左 

関係機関との連携強化 同左 同左 

事業費 １６，５１５千円 １６，５８０千円 1６，６８０千円
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特別支援学級の新設・移設

【新】 再掲 131 

知的障害学級の設置 

（二之江中学校） 

情緒障害学級新設 

の準備 

情緒障害学級の設置 

（松江及び小岩地区） 

情緒障害学級の廃止 

（二之江中学校） 

 

事業費 ５６，４００千円 ０千円

 

４１７ 障害のある人々の健康支援 

障害者（児）の歯科診療を行うため、歯科医師会と連携して、江戸川区口腔保健センターの運営を支援しま

す。また、理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士が、疾病や加齢により身体に障害のある区民のリハビリテ

ーションに関する相談・支援を行います。 

施策コード ４１７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

江戸川区口腔保健センター

の運営支援 

受診計画数 

２，２００人 
同左 同左 

事業費 ８５，９００千円 ８５，９００千円 ８５，９００千円

中途障害者 

のリハビリテーションの実施 

（自立支援セミナーの実施）

リハビリ教室の実施 

６６回 
同左 同左 

事業費 １，６９７千円 １，６９７千円 １，６９７千円

リハビリ相談の実施 
相談日 

３６回 
同左 同左 

事業費 ９３３千円 ９３３千円 ９３３千円

リハビリテーションに関する 

知識及び技術の普及啓発 
講習会 ３回 同左 同左 

事業費 １４３千円 １４３千円 １４３千円

 

４１８ 障害に関する身近な相談・情報提供体制の充実 

区内の障害福祉等の関係機関と連携しながら、適切な情報提供に努めます。併せて、地域自立支援協議会

を運営し、障害者に関する施策の推進に関して、関係機関相互の連絡調整等を図ります。 

施策コード ４１８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地域自立支援協議会の開催

【新】 
２回 同左 同左 

事業費 ４７３千円 ４７３千円 ４７３千円
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（２）障害のある人々の自立的生活の環境づくり 

４１９ 職業訓練と就労の場づくり 

一般就労への移行を推進するため、「江戸川区障害福祉計画」に基づき、企業、養護学校、公共職業安定所

等の関係機関との連携を図りながら、就労支援等に努めます。 

また、運営基盤の安定化等を図るため、障害者自立支援法に基づく、民間福祉作業所の円滑な再編成等を

支援します。 

施策コード ４１９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

障害者就労支援センター 

の充実 
就労支援 同左 同左 

事業費 ４５，４２２千円 ４５，４２２千円 ４５，４２２千円

民間福祉作業所 

の運営支援 
新体系移行等の支援 同左 同左 

事業費 １８９，５４０千円 ※※※千円 ※※※千円

 

４２０ 生きがいと社会貢献の場づくり 

障害者の自立と社会参加の拡大を図るため、外出困難な身体又は知的障害者に対し、タクシーの乗車に係

る料金の一部を助成するとともに、一定の障害を有する身体障害者が自ら使用する自動車、一定の障害を有す

る身体障害又は知的障害者（児）の介護者が運転する自動車燃料費の一部を助成します。 

施策コード ４２０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

福祉タクシー券の給付 ６，８００人 ６，９００人 ７，０００人 

事業費 ３８５，９８３千円 ３９１，３８３千円 ３９６，７８３千円

自動車燃料費の助成 １，６８０人 １，６９０人 １，７００人 

事業費 ５３，１５４千円 ５３，６８５千円 ５４，２２２千円
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４２１ 障害のある人々が安心して住める多様な住宅の整備 

障害者が、住み慣れた地域でいつまでも安心して生活が続けられるよう、グループホーム等の運営支援を行

います。また、住まいの改造等、住居の整備を支援します。 

施策コード ４２１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

グループホーム等 

の運営支援 
２０か所 ２３か所 ２６か所 

事業費 １４７，４７９千円 １６６，９７０千円 １８６，４６１千円

民間賃貸住宅家賃助成 ３２件 ３４件 ３６件 

事業費 １３，５６２千円 １４，２５２千円 １５，１９０千円

住まいの改造助成 ２４件 ２７件 ３０件 

事業費 ２５，２０８千円 ２８，４０８千円 ３１，６０８千円

心身障害者 

住宅整備資金貸付 
３人 同左 同左 

事業費 １５，１５２千円 １５，１５２千円 １５，１５２千円

 

４２２ 身近な地域での施設整備 

小松川地区に、生活介護及び自立訓練を実施する知的障害者向けの施設を新設します。 

また、区立知的障害者向け施設の定員増及びサービスの質の向上を図ります。併せて、障害福祉サービス

の需要に柔軟に対応するとともに、その質の向上を図るため、区立障害者施設において指定管理者制度の導

入を推進します。 

施策コード ４２２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

さくらの家の整備 【新】 工事 開設・運営 運営 

事業費 ４９０，８２３※千円 －千円 －千円

希望の家等の充実 ４０７名 
４６９名 

（さくらの家を含む） 
同左 

事業費 １，３１２，４４７千円 １，６１２，４４７千円 １，６１２，４４７千円

区立知的障害者施設に係る

指定管理者導入計画 

指定管理者の選定 

新規施設 １か所 

更新施設 ２ヶ所 

既存施設の導入準備 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

※ 平成 19 年度補正予算措置。 

「－」：事業費は、希望の家等の充実（施策コード 422）の中で計上しています。 
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（３）精神障害のある人々の社会復帰への支援 

４２３ 自助グループなどへの支援 

情報交換等を行う場の設置等、自助グループ、家族会等の活動を支援します。 

 

４２４ 社会復帰への支援 

精神障害者の社会復帰の促進を図り、その自立と社会活動の参加を支援するため、、地域活動支援セ

ンター、グループホーム等の運営支援、退院に係る関係機関との連絡調整、就労支援等を実施します。 
施策コード   ４２４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

居宅介護（ホームヘルプ） 

サービスの充実 

支給決定体制の 

整備・充実 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

地域活動支援センターⅠ型※ 

の運営支援 
２か所 同左 同左 

事業費 ４２，０６４千円 ４２，０６４千円 ４２，０６４千円

グループホーム及び 

福祉ホームの運営支援 
運営支援 同左 同左 

事業費 ７，１３４千円 ７，１３４千円 ７，１３４千円

共同作業所 

の運営支援 
６か所 同左 同左 

事業費 １３７，９５１千円 １３７，９５１千円 １３７，９５１千円

心の専門グループワーク 

の実施 
８か所 同左 同左 

事業費 １７，３１９千円 １７，３１９千円 １７，３１９千円

退院促進事業の推進 

【新】 

（仮称）精神障害者 

退院促進連絡調整会議

の設置 

（仮称）精神障害者 

退院促進連絡調整会議

の運営 

同左 

事業実施 同左 同左 

事業費 ４５千円 ４５千円 ４５千円

就労支援の推進 

精神障害者 

就労支援会議の運営 
同左 同左 

事業実施 同左 同左 

事業費 ２７８千円 ２７８千円 ２７８千円

※ 地域活動支援センターⅠ型：創作的活動等の提供等の他に、精神保健福祉士等をを配置し、関係機関等との連携を図りながら、相談

支援等を実施する機関。 

「－」：事業費は、居宅介護（ホームヘルプ）サービスの充実（施策コード 415）の中で計上しています。 
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４２５ 精神障害のある人々についての理解促進 

精神障害に関する理解の促進を図るとともに、関係機関と連携しながら、精神障害者が地域で生活するため

の支援体制づくりを推進します。 

施策コード ４２５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

啓発活動 

及びネットワークの構築 

精神保健福祉講演会 同左 同左 

ボランティア講座 同左 同左 

事業費 ３５５千円 ３５５千円 ３５５千円
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４ 福祉のまちづくり 

【施策の考え方】 

歩道の拡幅、道路段差の解消、公共施設のバリアフリー化等を推進し、年齢、障害の有無等に関わりなく、区

民誰もが活動の場を広げ、社会参加のしやすいまちづくりを進めます。 

また、すべての区民がたすけあい、支えあい、ともに生きる社会をつくるために、子どもの頃から福祉の関心を

高めるよう地域社会、学校、職場等のあらゆる場で心のバリアフリーを推進し、区民全員のボランティア意識の醸

成、福祉ネットワークの形成等に取り組みます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（１）ユニバーサルデザイン※の促進 

４２６ すべての人が移動しやすいまちづくり 

バリアフリー※のまちづくりを進めるために、歩道巻き込み部の段差解消・視覚障害者用誘導ブロック改修、音

声誘導装置の設置、バス停の整備等を推進するとともに、エレベーター、自動扉の設置等のバリアフリー化を推

進します。また、バリアフリーマップの改訂版を作成し、その周知及び活用に努めます。 

併せて、誰もが利用しやすく快適に移動できる駅の整備を、鉄道事業者に要請します。 

※ ユニバーサルデザイン：年齢、性別、能力の有無などにかかわりなく、どんな人でも使えるように設計されたデザイン。 

※ バリアフリー：人が生活する上で妨げとなる障害（バリア）が街、施設、道路、住宅、人々の意識、社会などから取り除かれた状態。 

施策コード ４２６ 年次計画 

計画事業内容  ２０年度  ２１年度  ２２年度 

歩道巻き込み部 

の段差解消 道路改修箇所に 

併せて改修 
同左 同左 

視覚障害者用誘導ブロック

の改修 

事業費 ２５，５００千円 ２５，５００千円 ２５，５００千円

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

の
促
進 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン 

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と 

４２６ すべての人が移動しやすいまちづくり 

ア． 歩道巻き込み部の段差解消 

・視覚障害者用誘導ブロック改修 

イ． バス停の整備（ベンチ・上屋等） 

ウ． 音声誘導装置の設置 

エ． 駅施設のバリアフリー化 

オ． 公共施設のバリアフリー化 

カ． バリアフリーマップの改訂・周知 【新】 

４２７ 「テクニカルエイドセンター」の設置検討 

 

４２８ 福祉教育の充実と区民全員のボランティア意識の醸成 

４２９ 区民と区の福祉パートナーシップの向上 

４３０ 地域全体で支える福祉ネットワークづくり 
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バス停の整備 

（ベンチ・上屋等） 
３か所 ６か所 同左 

事業費 ８，６００千円 １７，２００千円 １７，２００千円

音声誘導装置の設置 ８基 同左 同左 

事業費 ８，４００千円 ８，４００千円 ８，４００千円

公共施設のバリアフリー化
エレベーター設置 

２施設 

エレベーター設置 

１施設 
同左 

事業費 ９０，０００千円 ４５,０００千円 ４５,０００千円   

バリアフリーマップ 

の改訂・周知 【新】 

バリアフリーマップ 

改訂版作成・周知・配布
周知・配布 同左 

事業費 ３，８８５千円 ０千円   ０千円

 

４２７ 「テクニカルエイドセンター」の設置検討 

福祉器具の展示、適合などを行う「テクニカルエイドセンター」の設置を検討します。 

 

（２）心のバリアフリーと福祉ネットワークづくり 

４２８ 福祉教育の充実と区民全員のボランティア意識の醸成 

福祉教育の充実により区民全員のボランティア意識の醸成を図ります。 

 

４２９ 区民と区の福祉パートナーシップの向上 

地域で福祉を支えられるように、区民と区の福祉パートナーシップの向上に取り組みます。 

 

４３０ 地域全体で支える福祉ネットワークづくり 

社会福祉協議会において、激励品の贈呈、くつろぎの家及びくすのきカルチャーセンターの運営等を実施し

ます。また、安心生活センターを設置し、地域福祉サービス事業の充実を図るとともに、地域の中で適切な福祉

サービスを利用できるよう支援します。併せて、地域福祉を担う関係機関等の連携を図りながら、地域福祉の中

核としての役割を果せるよう努めます。 


